
奄 美 大 島 龍 郷 村 の 村 落 構 造
- 既存宗教 との関連を中心にして-

中 間 芙 美 子

種子島からら八重山諸島の西表島に至るまで弧状に数多 く並ぶ南西諸島は, 今E]多分野にわたっ

て畳要祝されてV,る地域であるo これらの地域の驚史性に庄目L, 一応私も,① EI本の文化 とは何

かという尊に関 して, 南西諸島の位置や特殊的文化を通 してそれを探すこと,㊥①に関連 して地域

社会と個人とのかかわ りか包 つま り共Fn-1体 と個の問題を採 択日すこと, 等の大まか夜問題意識を

持ち続けてV,るが, これけもとより非常に大きを問題であーり,地理学の分野のみ覆らず多様を視角

からの探求が必要をのであり, 今の私の力に負え るものでは覆いo LかL, それらの問題を解決す

べ く種々のアプローチの第一歩として, 今回奄美本島龍郷村を地域として選択 し 既存宗教 との関

係を中心にLをがら村落構造 をみてゆくことにした｡龍郷村 をフィ_ル ドとして選んだの鴫 ④龍

郷村の村落喘 山地が多Ll地形のためほとんど海に面した狭い沖積平野に位置 し 各 々20戸～ 1

80戸位までの′J＼さな集落であるにもかかわらず; 古 くから独立的 性格が強 く小山奇隔てた隣部落

とは言語の アクセン トまで違 うとい う隔絶性を示 してV'るOその中で主として経済生活の面に

おける本土化 (それは景観vcもあらわれつつある)が進みつつあるとい う情況があること, ㊥他面

vcおV,て明治 ･大正はおろか戦後のつV,最近に空ろまで古代に発生 した神道であるノロ(女性神官

)を中心とする村落的祭杷共同体の性格がか覆 り残存 してvlたという特殊夜地域であるとい う理由

からである｡島津藩のノロ信仰弾亀 仏教のお しつけ,明治以降のキリス ト薮の布教 新興宗教の

進出と複雑化 してはいるが, これらの要因が伝統的社会慣習と覆って変形 しつつあ るものの, まだ

生活の中に生 きつづけてVlることは明らかである｡そこで実際 どのようVC村落の構造VCあらわれて

いるか,かつ経構面での本土化現象が徐 々In:進みつつある今日. 特vc@)のことがどのよう75:関係に

あるのかということ,つま り,文化の変容の様子vcついて少 しでも把纏でさればと思っているo L

かし奄 美の中 で地域 が非 常に狭い範 凶に限 られているこ と,方法 的に も未塾 である とい

うこと菅前提の上で, まず第一歩膏ふみ出したとV,う次第である｡ 夜か紙面の都合上地名, ノロ,

全体のまとめに限って述べることVCするt,
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地 名 につ い て

南西諸島においては,地名を分析 してみることが村落の立地等を調べ る第一歩ではをV'かと思われ

るoというの低 どこの部落の′J､字名誉みても,必ずと言 ってよい泣同 じ地名が数多 (みうけ られ

るからであるo もちろんそれ鴫 琉球 との関係が非常に強いと考えられ るので参る鵜 多 くの学究

によって集落の立地, 広が り,生産 との関鴎 宗教との関孫が地名の分析vcよって明らかVCされて

きた｡南島風土記VCよれ怯 古代から今日VC至るまで三度の地名の変化を経 てきてV,るらしい｡ (

1.発音の変化 と共に漢字の使用も変化 し 意味合いが少 々異覆ってきたb 2.明治VC覆ってからの区

制｡ 5.土地整理, 市町村制 と行政区の変動に よるものL, )そこで,もとの姿を探 り出す事は非常に

困難を仕事であ り,具体的にこのフィール ドで解明する力と余裕が覆いので, 今回鴫 今まで静 も

明確に解読されている地名について,個 々の村落を確認 してい く程度にとどめた｡龍郷村竜郷部落

の′｣､字図膏例とし

て示 してお く｡

第 t図 大 島 郡 竜 郷 方 竜 郷 村 村 図 (縮尺は不明)

⑳印-今日の集落が存在している小字地名

さて どの部落を例vcとっても必ずみられる｢里｣VCついてである那,ヱ驚 中里 池亀 新里 と

里の上に何 らかの意味を持つ接頭的言葉が付 くのが一般 的 であるo これらの里地域は部落の草分

けの池と考えられてお り, 現在でも中心的夜地域と在っているものが多Vb また ノロの｢神の杜｣の

麓であるとされてい るo里部落に人口が増加してゆ くと, 次男連中が妻子 を連れ 稲 ･栗 .麦の櫨

と共vTL未開地へと移住 L,開拓地が広がっていったDその開拓地はキナ1)の地名がつき,赤木名

秋冬 糸木島 阿木名が例として示され る｡これは山地や, 昔山村であったと ころに多 く見 出さ

れ 火EB式農業の普及菅示 す地名だと言われ る｡次vE｢カネク｣(金久)であるが, 砂浜とい う意
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味で, ほとん ど海岸付近にあるO水田が広がっているのが普通 であるが, ポー リングしてみると浜

砂が発 見出来 三角州や白砂の堆横地 と考えられ る｡生産用具の進貌 水田耕作技術の向上と共VC

水田耕作地 も広が b,それと共に集落がこの金 久地城へ移動 したものである｡奄美の村落は海に画

した所にあるためか金久とV,う地名 (人名にも金久がみ うけられ る)が多vlc.他舶 田地には-ル (

原 ),川vcはホ-ラ, ジョー,田VCは袋の地名が 目立つ｡ もう一つ重要を地名は｢グスク｣(城 _)

である｡ このグスクVC関 しては考古学的を研究も進み, 発生に関 しては諸説があるのだが, 大体次

の三つに分類されているo

A.接司と呼ばれた支配者の居城｡B.発壬も 興亡すら文献上 口碑上 よりも不明な点の多い野面

横の石垣遺構をもつもので; このグスクに関して(l原始社会の終末期 より古代社会vc移行する時期

頃の,防禦され7t, 又は自衛意識をもって形成された集落説2)と,(2)神の居所として清められた鳥

すたわち骨神のVlる場所とする聖域説5)とVC分かれ る｡ 0.特殊クス (シ)ク｡

青巨細村に関 LT, いずれのグスクにあてはまるか考古学的方法 もとb入れた研究を行えば一段と

興味深いと思われるが今後の研究を待 ちたいaただ秋名にはAのグスクが存在 していたようである

が発生の時期をどは明 らかで夜Vh｡

ノロ祭把制度とその残存性

南西諸島の伝統的宗教にアニミズムにげ じせる古神道としてのノロ神信仰がある｡ ノロ(祝曳

塞 )の出目は非常に古 く, 島立て,村立ての頃vc始まると考え られてV,るが,歴史を経 るほつれて

変化し,複稚化 し 後lK作為的を面もあらわれてきたのではっき_りした原型は明らかで夜Vl｡一 口

で言えば開拓祖神崇拝とVlうことであろうが, 古神道の根本思想は"天上に太陽を主とする幾多の

神々があって各 の々任務を持ち 地上のあらゆるものを守護 してV,るように,現世にもノロを中心

とした神の世界がある｡ 天上と異 をる点は地上の神には守護の能力がをく, 神への奏上VCよって

その守護膏受けることが出来 るO従って御取次がfB世の神々の任務VC覆っていてその任務葱持 って

いるのがノロである4)..という考え方である｡村落の草分け (総本家別 の娘が最高司祭者と覆っ

て御旗 5)(聖なる杜 )怒中心とする村落の祭杷共同体が成立 し あらゆ る祭 Dの指揮をとってV}たO

共同体の政治上の実権は /ロの血縁の男が盤 D,祭政一致の運営が覆されてV,た｡琉球王統- (1

429)後かも 琉球王は政治上の中央集権をやがて宗教界ucも及ぼし ノロの鼻高の地位VC聞碍大

君という司展着をすん 各間切 6)Vcはそれまで自然発生的vc存在していたノロを, 辞令葱発すると

いうことに よって統率 L,政治的にも宗教的vcも強固に支配 してゆくことと覆った｡神官としての

辞令を受けるように覆ってからは, 神の使者としての性格は薄ら酌 政治上の助言者 としての資格
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● ノロ儀式をおこなう
0ノロの トネヤ､祭具が残っている
○ ノロを拝む人がいる

● ユタがいる
● 年中行事さかん
○ 中心的行事のみ

■ 錆 竺71L蒜 芸警れの念強く

ta 外来票数少ない

0 2ん ■

第 2図 宗教 と社会慣習の状況

ノ ー一一･一､､一~㌔_~一､.′

ーヽ一←▲･-∫(,.

も失われたのT,単なる祭杷者としてその余命を保つのみと覆ったのであるが,従来の慣習上 信

仰の中心 と覆って尊敬の念がまだ村人の生活の中には生 きつづV'てVlくのであるo この変化期膏宗

教改革と呼ぶ人もいる. 1624年 島津が禁止 し弾圧 してからはまた秘かに民間宗教の中に帰って

ゆき,現在まさにホソポソと老女のみが拝んでい る状態であるが,年中行事菅は じめ社会慣習の中

vc継承されている部分が大V'vcあると思われ るD ノロ時代vcおける村落の構成壮大 ざっばにいって

次のようVC覆っていた,.丘陵の中腹か頂上に御旗 (神の杜 .)があれ, その下vc神アシアグ(祭礼の

日VCノロをはじめ神人が集って公式の行事菅行 う場所 ), その右側に神の殿 (祭壇を設けた殿でノ

ロ自身が直接祭栂を行 う場所 )があ b, 同線上に トネヤ (ノロの住居 )が杜に対 して平行に並んで

いるO段を下げて村屋 (部落の政治機関 ), ミヤ (広場 )がある.社へ通 じる神の過 神と交わD

のため身を清める神川(クンギヲ)があb, これ らe)社 ･川 ･道は特別 のものとされ,一般の人VC

は恐れ られ 最近に至 るまで神の杜 の木の伐採や開拓 道路の整備等VC支障なきた していたという｡
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ノロの組織怯 親ノロ1名 ウッカム7)5名 ウキチガン8)グヂヌシ9)4名T･,祭の世論 トネヤ,

祭具の管理が行われてV,た｡ ノロの所有地 としてテヂ リ蝿 テヂ リ田があり, グヂヌシが耕作し,

祭 の供え物やノロの鮪に用vlたO農耕儀礼や祖先崇拝 と密接に結合 した年中行事の指揮や新亀 新

造船の魔 よけ なするのが形式化 したノロの仕事 と覆った｡ ノロの継承は同一氏族の中から容姿端麗

夜,神がか 如こ夜bやすい娘が選ばれ終身職であった (正式には兄弟系統 の姉妹が継 ぐもの とされ

その順序はひどく複雑である.) ｡

ノロの発生 10･),現在の存在のしかも 氏族組軌 ｡社会組織等 を調査 した先島や八重山群島の文

献を参考vcLT,奄美と比べられ る範囲で検討 した結果 奄美の場令 氏族組織 (沖縄でV'うとこ

ろの職 練 )がそん夜VC強 く残存 してい覆いことから, いわゆる祖先崇拝と共同体の信 仰的行事

と,本土か らの仏教等の行事 とが混合され (しかしこれは:本土 の方が変形 していったことも考えら

れ る),非常vcあVlせいであるように思われた. もう-3, ユタの事について記さねばをら夜V'｡

女 性神役ノロが政治的に弾圧を受けたた払 公の神役から民間の呪術奇行覆うようVC在ったユタや

ホゾyガナシが人 々の中vc侵透 していった｡ もともとノロもユタも公の祭相を行覆う神役と, その

霊力を使って^々の病気や災難膏防 く., Vlわゆる私的韮女としての相違であっT,本来は霊力を持

つ女性としては同一のものであったと考えられ る｡一方は役職としてノロに在 り,他 方は呪力を持

っ呪術者と覆ったものと考えられ る11)(ノロの祭 りVCも参加するが下の方 に坐 る_) ｡ ユタの日

常行事は易も 運勢占い, マブリ付 12), マブリ分か し15)である｡

竜郷村部落別宗教状況 1945.9.現在

部 落 名 l(人口) ノロとユタ 残存 してい るもの Iその他 宗 教 人 口 教会の有無

秋 名 ノロあ b トネヤ,祭具○稲魂招 厳島神社 キリスト教 (50) ○I
(565)- 尊の祭 礼 しちやがま祭, 平瀬祭 ...昔の儀式に基づくo 天 理 教 ( 9_)創価学 会(50)神 道(60)

幾 里(417) ノロを し(50年前頃まで)ユタ 1 キリスト教 (10)天 理 教 (10)創価学会 (20) ○

嘉 渡(450) ノロ覆し(1年前 )ユタ 1 刀, サロシ, トネヤ キリスト教 (50)天 理 教 ( o)創 価学会 ( 1)神 道( 1) ○
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龍郷村部落別宗教状況 (つづき)

部落名(ノ八口) ノロとユタ 残存 しているもの その他 宗 教 人 口 I教会の有無

円 ノロ覆し 白衣 (サ ロシ), テロ キリスト教 ( 1) X

(565) (5年前 ) ギ(虜 )-プロ玉, トネヤ, 秤の道○昭利55年壇でノロの勢力大 天 理 教 ( 1)創価学会 (15)神 道 ( 1)

安木屋場(518) 覆 し 今井権現 キリスト教 (20)他 覆し ○

竜 郷 ノロ覆し 高 千 裸 キリスト教 (20) ○
(412) (10年前 ) 神 社 ;弁 財 天 天 理 教 (10)創価学会 (25)

久 場(150) ノロ覆し(60年位前) 創価学会 ( 5) X

瀬 ∵留 ノロな し キリスト教 (15) ○
(504) (60年位前 ) 創価学会 ( 5.)

星 人 ノロ覆し キリスト教 ( 4) X
(106) ユタ 1 創価学会 ( 2_)

浦 ノロ 5 トネヤ.祭具, ノロの キリスト教 ( 7) X

(465) ユタ 1 塞 (石管) ...ノロの家族 5人拝むo伝説タブー多vlo 天 理 教 ( 8)創価学会 (12_)

大 勝 ノロ 1 浦のノロと関係あ_り 高 千 穂 キリスト教 (10) ○

(710) ユタ 1 神 社 天 理 教 (10_)創価学会 (15)神 道 ( 4)仏 教 (10_)

川 内(192) ノロをし(40-50年抑ユタ 1 キリスト教 ( 2)創価学会 (10) X

中 勝 ノロ覆し ノロVCついての恐れの キリスト教 ( 2) X

(268) ユタ 1 念大きV,Oた くさんの伝説 タブーが実際の場所 事物にまつわ_りついて存包 創価学会 ( 2)

戸 口 ノロをし 行盛神社 キリスト教 ( 6) X
(845) ユタ 5 厳島神社 創価学会 ( 9.)

赤 尾 木 ノロ覆し キリスト教 (20) ○
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さて以上の信仰の残存度を龍郷村で調べてみると表のことくに覆るD ノロを拝む人がVlる部落は

現在5つあるが, 浦と大勝では昔からノロの血統をひ く家族が個人的に拝んでV,る程度 であるo L

かし浦には トネヤ,祭具が残ってい るo ノロに対する部落民の態度は伝説と共に老人達の中に生 き

て衷b,一 見恐れられているようであったoまたこの部落にはめずらしいノロの石管が残ってい るo

ノロが死んだ時は特別VC改葬 も夜されず,皆近寄れたか ったというO次に秋名の ノロについてであ

るが, こ この場合ノロそのものの血統は絶えてしまったがノロの兄弟の一族が トネヤ干害具葱保有

している｡ ところで現在村全体で稲魂招きの祭 礼 しちゃがま(7ラセツ)祭i平瀬祭が昔の儀式

に基づV,て, 祭 日に行われてVlる鵜 これは多分に老人層が昔の信仰を残すためVC,文化財保護の

立場から維持されている｡その他注目すべきもの低,嘉渡と円のノロVCついてであるo嘉渡vcは昭

和44年までノロが生存 していたが, その後絶えて トネヤのみ残 っているO ここの場合キリス ト教

徒が多V,ためか 生存中も特別に村全体で行事奇行覆う事は夜かったらしい0円部落のノロは昭和

42年に死に絶えたQ しか し昭和 55年頃までは中心になってきちんと行事智行をtJO勢吾ふ るって

いたらLv,O現在 トネヤは祭壇膏作ったまま残ってV,るし, ノロの衣装や祭具は遠縁にあたる人が

大切VC保存 してV,る｡それらを見せて くれた人自身も何かたた りがあるのでは夜いかと少々気味悪

がっていた｡またこの部落には神の還 ミヤゲも残 っている｡ 1970年 9月現在の各部落の大体

の宗教^口Qj:表のことくである｡ ここに明記されていをVl分は宗教がはっきりしていをV,とみて よ

いO-応神道VC組みこまれてV'るらLv'のだが,今日のこの神道がどうもあいまV'T･, 島津が本土か

らノロの代 _りVC持ち込んで布教 した厳島神社系と,平家落武者の伝説膏ひく行盛神社系とが代表的

をものであるOその系統の熱心を信者は明記 したもののみであると思われる｡奄美の場合特vc寺と

神社とが区別出来を くて近年vcなってやたらと本土の才醒土膏持ち込む傾向にあるようだが 6本土化現

象の一つ ), 神道の原型,及び天皇制度の原型がノロではなかったろうかと問われている今日,誠

vc皮肉を現象と言えるのでは夜かろうか.

さて古神道の制度は何らかの形で社会慣習の申vc生きているが, こ こで年中行事 14)に触れてみ

る｡元旦 七草粥,小正凡 山の神の索女の節句, アジナネ(4月初己臼), 浜オレ(4月の寅 又

は申),男の節句,七夕鶏 盆, アラセツ(8月初の乙丙の日｡ 正月と匹敵する位の行事｡ 農作物

の豊作と地火 水子の神を信仰｡乙の日VC寸キを作 少, 2日間八月鋼で豊年を祝 う), シバサシ(

7ラセツの乙の日から7El目の王の日, 天地の神vc水害の夜いよう祈 る15) ), ドゥンガ(甲子の

日,男女享楽の8月踊 なおどb休息の最後の日とされ る), 浜シュガン (9月9日),十五夜 (収

穫祭｡部落創始神の祭 日), クネおろL,敬老の日(この地方の祖先崇拝と相まって今日盛大にお

こなわれ る),以上が奄美の龍郷村でおと覆われてV,る年中行事である｡その他 年令集団,共同
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作菟 改葬,婚姻,等VC特殊性があらわれている｡

竜郷 村 の ま とめ

(I) 龍郷村の経済 を支えているのは,平均でEEfO.18ha,畑 0.5ha という非常VC狭vl排他面積

vcたよっている農業 と近年急速vc上昇している紬.織業 で ある｡ 夜か でも紬織業の占める割合は相

当なもので,全龍郷村人口の70%にも及ぶ現状である｡龍郷部落よ桐 ヒは紬が主体で,それよb

南は耕地面債がV,くぶん多いためかさとうきびも黍要を収入源となってV,るQ又鼻通 商の大脇

赤尾木の各部落では園芸農業が新しく導入されている｡(2) どの部落vcおいても人口減少が著 しい

のが普通である鵜 紬の高収入のため,部落vcよっては増加額象も徐 々にみられ 特に女の人の多

いのが目だつ｡ 出かせ ぎ先は鹿児島 阪神方面が多V,｡(3) 村落の景観葱み ると,全体的VCは伝統

的家邑 高免 鹿児島的家屋と,近代的建物 との混合現象を示 しつつある｡ 高倉や茅茸屋根の多vl
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部落にはVlわゆる本土的建物は少ないがその逆のことは必ず しも言え覆い｡ しかし安木屋場は紬専

業者が多V,という経済的基盤と関係LT,茅茸や高倉は 1つも残ってい夜V}唯一の部落である｡(4)-

商業面膏みると, 各部落vcoまよろずや的店が2 ･5軒あるのみで,種々の買物は名瀬から定期的に

回ってくる走 るスーパー(バス)vcたよってV}る｡ 消費者協同組合は全然覆い｡ しかし, 交通の要

地VC位置する大職 場 赤尾木vcは10- 15軒の商店が並び, その種類も美容院 タクシー,衣

料品店 とvlくぶん多様化 してVlる｡特vc大勝は龍郷村VCおけ る商業の中心地である｡(5) 古神道と

してのノロ信仰仇 現在本来の形として酎 肖えているが,遠 くて50年位菰 近 くて10年位前ま

で鴫 実際村落運営の中や年中行事の中に生きてお耳,村人の生活や精神面VC何らかの影響 を及ぼ

してV,たことは確かである｡今日秋名でのみ儀式を行 っているが大部分変形 してV,る｡ しか し全部

落において村運営の重要を位置を占める年中行事の中には古神道系のものが相当多 く残存 し 熱心

にとりかこ覆われているし, タブーとか伝説とかが実際の場所と共に残っておb,老人層に特にお

それられてV,る事実は疑いえ夜V,at6) キリス ト教奇は じ掲 外来宗教が侵入 しているが, そのた

めVC村落の社会慣習が著 しく変化してL,1る軍象は覆い｡

信 仰膏はじめ,伝統的社会慣習は農業 との関係から生まれてきたものであると考えられる鵜 農

業が徐 々に少夜く覆ってきつつある現包 又は将来におvIT, これ らのものが形式化してゆくこと

は確かである｡ しかし経済 面での変化VC比べて遅 々としている事は明らかであるし, また全然変化

し覆V,で強固に残る部分 も必ずあらわれると思われる｡その部分の解明が覆され うる夜ら怯 今日

残されてVlる多 くの問窺 大きく言えば人間と社会 との問題に何 らかの示唆吾与えることができよう｡

(大学院第4回生 )

註

1) 相帯秋氏の南島風土記 よれ キナ, ケナ, キナワは同系統であわ,大字名で沖縄に52, 奄美

に19,,｣､字名では奄美に150もあるO主作物は粟で粟の穀霊信仰で判明できる0

2) 嵩元政秀説｡

5) 仲松爾秀説｡ ｢死んだ人は神と覆るという古代信仰か らする夜らば祖先達の葬所や墓がウガy
亡ガ

(拝み )と夜D, その森が御鼻 と覆ることは自然の成 りゆきであろうBただし,その村落vcウガ

ン即ち御鼻が発生 した後においても新 しく共同葬所 を設けなければいけをV,O この新しV>葬所も

等しく神の居所 として, グスクと称した村もあったはずである｡｣しか しこの墓は二晩 三次的

夜洗骨が覆された収骨所 というvlみである｡

4) 島袋源七 (1950):沖縄の民俗と信仰,民族学研究, 15-2

5) 奄美では御旗 (ウガy, ウメキ)とV,う言葉は耳vcLをかった｡神の杜と称 していたようだ｡

6) 琉球王の支配区分O奄美もい くつかの間切に区分統治されていた0

7) 補佐役
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8)淀禍 世話役｡

9)男の役 目｡

1q)ノロ自身が自ら先のノロから伝承 してきたものも 他人には口をとざして語ら夜V,のT, 複か

なか困難である場合が多いo

ll)｢薩南諸島の総合調査 (民俗編 )｣よD｡

12.)長病 とか熱病人の熟が下がら夜V,時 マブリ(魂 )が抜けているというのでマブ リ付けをする0

15)死んだ人が49日たったとき,魂と衷別れをするためユタを通 して死者が言い残 したことをき

く0

14)行事の説明は古神道VC関係ある以外 は省略｡元旦以外はすべて旧歴｡

15)シバサシから5日目は-牢中で改葬に一番日柄のよい日とされ るO
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